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ア イスホ ツケー 部 … … 佐藤 剛 ・・6
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医DNA鑑 定の メッカであ り、現在も安積助教授や
浅利助手によって、高度な法医DNA鑑 定の作業が
口h行 われております。
任 ご 挨 拶
法医学 教授 清 水 恵 子
法医学は、その性質上実務 と致しまして、公平で
質の高い法医解剖(司 法解剖 ・承諾解剖)と 正確な
鑑定書の発行が要求されます。法医学は常に"公 平
中立な立場"か ら、司法制度を維持し、人権擁護 ・



































'F成17年 度医学科第2年 次後期編 人学 生の 入学 式
が1{〕月3日(月)10時00分 よ り第一 会議室 にて執 り
f」なわれ ましたu
当 口は、八竹学長 よ り祝辞が述べ られ10名 が旭川
医科 大学生 として新 たな る学生生活を スター トしま
した。















































平成17年 度外国人留学生交流事業 の一環 として、
外国人留学 牛.秋季オ リエ ンテー シ ョンが、11月25口
(金)に 行われ、 在籍留学生 全員の11名(人 学院生
7名 、研究 生1名 、研究員3名)と その家族2名 及
び引率職 員3名 の 合計15名 が参加 しま した。
旭川医 人管理棟玄関前 に集 合した15名 は、9時30
分に最 初の訪問地 「北海道伝統美術1芸 村1を 日指
し、元気良 く本学 を出発 しました。
今回は、 白分たちが住んでい る旭 川を 見直す意味
で旭川 市南がFrに ある 「北海道伝統 美術工芸村」 と
宮 前通 にあ る1サ イパル旭 川市科学館」を訪れ ました。
1北 海道 伝統 美術L芸 村1は テーマの違 った3つ
の施設で構成 されてお り、先ずは、世界 各域、 目本
各地の さまざまな染織美術を展開 している 「国際染
織美術館」 を 見学 しま した。 ここでは、天然繊維、
天然染料、手織 りの時代の遺 産、染織 文化の華や か
な時代の逸 品が数 多 く展小 されていま した。
続 いて、旭 川市の染織家 木内 綾 、木内和 博が北
海道の美 しい風土 をモチーフに創作 した手織 り物 を
飾 った1優 佳 良織工芸館」 を見学 しま した。展示室
は千イ1以上地 中に埋 もれていたニ レや クモの埋木、
クル ミ、オ ンコ、ナ ラな どの北海道の天然木で構成
されてお り、伯品の 多くは、「流 氷」「ミズバシ ョウ」
「Ll鳥1な ど、北海道 にある 白然 をテーマ に した も
ので した。
最後に大雪山系のふ もとに降 る雪の結晶の美 しさ
から造 られた とい う 「1の 美術館」を見学 しました。
地下 へ とつづ くr雪 の美術館」 は、建物か ら展示 ま
で、すべて雪 を イメー一ジ してつ くられてい ます。 そ
の中の ・つ 「ス ノー ・グリスタル ・ミュー ジアム」
は、雪 の結品の研究に生涯 を ささげ られた北海道 大
学低温研究所の小林禎作教授(1925-1987)の 研究
資料のすべてが保管 されてお り、これを基に同研究
所の古川義純 先生 のこ監 修で 、雪の結 晶が約200点
ほ ど展示 されてい ました。
昼 食は、「福鶴亭」 で 全員和 食に挑 戦 し、伝統 の
口本の食文化に らよっとだけ でも触れ られ、全員満
足の笑顔でひ とときの交 流を楽 しみ ました。
昼 食後、重いお腹 を さす りなが らも元気 よ く最後
の訪問地であ る 「サ イパル旭 川市科学館1に 向かい
ま した。
私た らの まわ りで 見られるあ りふれた現象の中に
も、た くさんの 「ふ しぎ1が あ り、それ を感 じ取 る
こ とか ら科学 の楽 しみが始 ま ります。そんな素朴な
疑問に楽 しみなが ら答えて くれ るのが 「サ イパル旭
川lb科 学 館」 で した。 その 中で もメインは 「ヲラネ
タリウム」で、 日本 で も1台 しかない とい うカール
ツァ イス社製最 新式 プラネ タリウム を導 人した ドー
ムでの映像 システムで約40分 間の天体観測をT1い 夢
気分の中rサ イパ ル旭川市科学館1を 後 に しました、,
ち らち らと粉雪の 舞 うタ ノ」の空 をながめつつ、 全
員、無事 に旭川医科大学到着 とな りました、,
留学 牛の皆 さんお疲 れ さまで した。明 口からも元






去 る8月7口 に滋賀県大津市の近 江神宮勧学館 に
て開催 され ました第12回 全 日本かるた 人学選手権大
会(社 団法 人全 口本かるた協会上催)に お きまして
本学医学科3年 の田原大地 君が個 人戦 「大学代表の
部1で みご と優勝 をか ざりま した、,
田原君は第loilll大会個 人戦優勝、第11回 人会個 人
戦準優勝 とい う輝 か しい戦績 を残 して お ります。
なお、 今人会の記事が9月17日 付け北海道新聞 夕
門に掲 載 されたので 、ご存二知(ノ)方も多い とは思 いま
すが、/》回の功績 をたた え10月11日 に本学 より学生
表彰 され ましたので併せて お知 らせ します。
田原君の 日頃の活動な どは、7ペ ー ジの クラブ紹
介の欄 にて本 人よ りの記事を掲載 してお りますので
ご覧 ドさい。
「ク リス マ ス コ ンサ ー ト2005の 開催」 のお 知 らせ
来る12月24日 に旭川医 科大学病院U)玄 関IIピ ーに
て 本学の 音楽 系 クラブに よ ります クリスマ スコ ン
』1ナ』一ト2005が 開f崔され ます
。
例fi、 「入院 されて いるノ∫々に生の演奏等 に より、
ひ と時の安 らぎを」 とい う趣 旨で音楽系 クラブが、
それぞれ 日程 を設定 して ク リスマ スコ ンサー トを開
催 してお りました。il'.は 玄関棟並 びに外来棟の 改
修工 事中 というこ とで開催が不可能か とも思われ ま
Lた が、担 当部署 並びに工事 業者 さんのご協 力の も
と開催 可能 日を設定 していただ きまして、はれて開
催 で きる運び とな りました。
当初は音楽 系4団 体が コンサー一トを行 う予定 でお
りま したが 、時間 の都 合に よ り、 今1ロ1は"ブラスア
ン・り一ンブ ル"に よ ります開催のみ とな りま した。
詳細 につ きましては右欄 の とお りとなってお りま
すので、ぜ ひ とも、 ケリスマ ス イブのひ と時 を楽 し
んでいただ きます よう沢山のご来場 をお待ち してお
ります。
なお、今回参加で きなか ったギ クー部 につ きまL
ては 、ニ ュー イヤー一コソサー トと題 して1月 に開催







15:30終 了 予 定
旭 川1医 大り丙1院 玄 関[ビ 』一
ク リ ス マ ス キ ャ ロ ル ーノァ ン ク ジ ー
ド リフ ・ メ ド レ・一
君 の 瞳 に 恋 し て る
ホ ー ル ・ニ ュ ・一 ・ワ ー ル ド(デ でズ




今年 も寒 い寒い冬がやって来 ま したが、北海道 の
冬が初 めて という学 生諸君 も大勢 いる と思います。
しか し、寒 い とばか り言 って家の中 に閉 じこもっ
てばか りもい られません、寒 い冬には冬な りの楽 し
み方があるはずです。
その楽 しみ方の一つ として学生課では、 スキー、
ス ノーボー ドの貸出 しを行 ってお ります。
月曜 日、水曜 日、金曜 日のお昼(12時30分 か ら13
時00分)に 福利厚生棟1階 の理髪室の隣 に有 ります


















































大学の中には沢 山の部屋 があ ります。
その中の数 か所の照明が不在 に もかかわ らず昼、
夜、問わず煙 々 と明か りを放 っている時 があ る とい
う連絡が施設課 よりあ りま した。
もしも、その ような無駄 な ことを して平気な人が
いるな らば残念 でな りません。
当た り前 の ことですが、電気製 品や機器、それ に
部屋の照明、 自分の住居にいて も点けっぱ なし とい
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i
:氷 上 の 格 闘 技
!
1ア イスホ。ケー部 主将 触 剛
i
iア でス ホ ・ソケ ー ほ よ く氷 トの 格 闘 技 と い わ れ る 。
　
!コ ー ル を 巡 っ て ス ピ ー デ ィ・一に パ リ ク を 運 び 、 敵
§ と激 し くぶ つ か り 合 う 彦竜}芝だ か ら だu
!そ ん な ア イス ホ ヅ ケ ー を 愛 す る 我 が 部 は 部 員26
1名(一:'(.一 一ジ ・-6名)か ・・な る.み ん 勉 な り
iの 個 性 派 揃 い だ り ま あ、 医 大 牛 自 体 が 個 性 派 揃 い
iだ と も 強 く思 う 一 ・。 兼i部 員 も 多 く バ レ ー 、 サ ・ソ
　
§ カ ー 、 野 球 、 ラ グ ビ ー一、 弓 道 と幅 広 く、 そ れ が ホ
2ッ ケ ー の プ レ ー ス7イ ル に も垣 間 見 ら れ て お も し
1ろ い.遠 徹 多いた淵1財 当然仲がいい し、部
i長 の松野丈 夫教授(整 形 外科学 講座)が たのホ ッ
iヶ'一 ソ 〆ン というこ ともあ り夜(飲 み会)も 熱 い。
:活 動は 大雪ア リーナの使用期間が 冬のみなので、
1夏 は 氷を求 めて釧 路 ・帯広 に遠征 した り、 インr・
1イ ンホ 砺 蔀 とLて 活動 して いる・陸 上 トレー
グ ラ ウ ン ド で 走 一)た り ・り ・ノiニン グ も 行 っ て い る 。
iカ ー一や 水 泳 捻Lた り。夏 は 氷 トに い る よ り 』リ'ッ カ ・一
　
1を1、 ている時間の ノJが長い … とは認 めない ように
ロ
9Lて い る(呂 二笑)。
9で は 実 川 よど れ く ら い か!?束 医 体 で は ま だ 優
Iliに 絡 め て は い な い(N1・ ・1・碓)が 、1牌 ・・旭111
iリ ・一グ で は1部 優 勝 、 今 年 の 旭 川 イン ラ でン ホ ッ
5-一一リ ー ゲ で も 全 勝 優 勝 と 「旭 川 で は 」そ れ な り!
の ヂ ー ム で あ るUン 列 ン で は1・ ・ 一 か り1Jl
の 全 国 人 会 に も 出 場 し た 。 ちr.っ と 自慢 コ ー ナ ーi
に な っ てLま い ま した … りi
そ ん な 僕 ら の い い と こ ア ピ ー ル は 環 境 柄 、 氷Li 　
練習 にi欲 な こ とだ、,夏は'F口 で も帯 広に練習 にl
itく 占がい る。 もちろん授業 が終 才レ・た後!夏1
休 純 ら釧路や 八戸 まで練習L.4・ 行 堵 もいる。1
とにか く氷 卜練 習の大 切 さを知 り向 上心 がある,,i
これか らもその姿勢 を保 ちつ つ、 東医体優勝 、i
　
インカ レ出場 を 目標 に 夏場の インラ でンを含め強!
くて楽 しい部活 を目指 してい きたい。!
最後にいつで噺 入韻 は行次肌 ます・即 外1
み オユこ/人こ'学1う、し'),flめ プこ二(/)w(〒 全 く'〔二・酉己なL-(二 す 才∫〕 ♪i
__i ロし　げもげいし
卿 榊 鼎 一 解 噛噂蹴.,i
コ
避漁_{就 贈 縫i
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i
i旭川医罵 難 螺
ilノ 、ン ド)!く ・一ノレ1と し・う 、 世 「iryl!i『(でbよド 『ノー、■1こ4♪
　
1漫 画 に さ え も テ ・一一.と し て 取 り 上 げ ら れ な い よ う
1な 一つ の ス ポ ー'ソ4)面 自 さ と 、 そ こ に 集 ま る 部 員
i縣 讐肥饗課 野 ～穿燃 握1:ll
iず 、現部 員は おろか顧問 の 先生やOB・OGの 方 々
iと も共有で きる思 いであ る と信 じてい る。
:そ うでなければ、 人学 とい う場 所において部活
1動 を続 けてい くこ となど出来ないであろ う。週3
1回 の練 習に加え年数同 合宿 もあ り、マ イナ・一競技
iな が ら意 外 と人会 も 多く出費 もか さむ。Lた い こ
iと 、すべ きことが他 にもある とき、部活動 を投げ
　
聖 川 し た くな る}瞬間 は ・ビ ロ で1ま な し・。 し カ・し こ こ に
1は お 万 い を 支 え 合 い 、 高 め 合 い 、 尊 前 し 合 え る 仲
1問 が いるのだ・
i話 は少L変 わ るが、 うe>の 部には固定の コーチ
iは いない。 私は主将 という立場上 、学 内外におけ
　
1る 部 活動 の 貞 任 昌」「ま とめ役1で はあ るか も
§ しれないが、技術 を部 員に叩 き込 む 「コ・一チ1で
§はない。 うr,の 部でそれ をな しているのは 部員全
1賄 のであ る。 鎖 が向 ト心 を持r,、 どう縮 し
iた ら い い の か を 考 え 、 話 し 合 い 、 そLて 共 有 す る 。
私はそれを練習において実行に移す。そうして築1
瀬灘 灘 撒灘lli
る こ とが で き る1だ け で は な ～・の だ 。 ハ ン ドボ ・・1
ルを通 じてた くさん の 人と川会 うことが出 来る、!
練習以外で鮒 き合い 樋 く、・襲しく、心地いい・1
これが医大 における部活頭勇のあるべ き姿 である とi
自負Lて いる、,i 　
最後 に、駈問であ るLIl先 生 をは じめ、 多 くの!
ぐ)B・OGの 方 々、 うちの練習 に遊 びに 来て くれ る!
方 ・等 ・ハン ドボ→ レ部 敏 えてF㌔ てい る皆1
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か る た 会 で は 小 倉 百 人 一i'iを川 い て 「競 技 か る た 」
を 行 っ て い よす 。 北 海 道 で 盛 んr,,,下の 句 か る た とは
異 な り、 読 み 手 は 歌 の 上 の 句 を 読 み 、 トの 句 が 一,か
1れ た 紙 の 札 を1対1で 取 り合 い ま す 。 普 段 の 練 習 は
1教 育 大 生 や 社 会 人 の 方 々 と 和 室 や 神 楽 岡 公 民 館 な ど
!で 行 っ て いf仁す り
!「 か る た1と 聞 く と 「お1「11だ け 活 動 す る の か な?」
1と 思 わ れ る 方 もい ら っ し ゃる と思 い1貰す が 、 全 口 本
1か る た 協 会 † 催 の 人会 が ・年 を通 して 全 国 各地 で 開
1催 さ れ て お り、 おIE月 に 限 っ た 競 技 とい う わ け で は
2あ り ま せ ん 。(男 女 そ れ ぞ れ のJti!,'i,jr'/1:める 名 人位 ・





i二 年前には北海道勢初の団体戦 出場 を果たす こと
iが で きましたし、二度の個 人戦優勝 を成 し遂ける事
iが で ぎました。
iか るたの ・番の魅力は 老若男女'が楽 しめ ることだ
iと 感 じています。 人会の 多くは実 力に応 じて7ラ ス
　
1分 け されており、小学生 と試 合をすることもあれは、
1ご 年配の方と試合をすることもあ ります。
1
記憶 力 ・反射神経 ・集中力が必要 とされ1畳Lの!
格闘技」 とも形容 され る激 しいスポー ツ的な一而 も2
あ りますが、 多 くの 人 との出会いの場で もあるので:
す。!
昨年は、1小 倉百 人 ・首競技 かるた1の ル・一ルが黒1
灘重擬 獄 蕪 襯 聖耀lli
井 県 で の 国 民 文化 祭 で は39都 府 県 の 代 表 が 揃 い 、 技i
を 競 い 合 い ま した 。(ち な み に 私 は 出 身 地 で あ る 島 根i
県 び)代表 と して 出場 し ま した 。)i
現 在 、 学 牛 を 中 心 に 競 技 人]は 増 加 し.てお り、 今i
後 も 多 くの 人 と 川 会 う こ とを 楽 しみ に し て お りま す 、,i
実 際 に 活 動 し て い る 姿 を ご 覧 い た だ く機 会 は あ まi
り無 い か も し れ ませ ん が 、1そ ん な こ と を や っ て い るE
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茶 道 部 辻 明H香
茶道部は、旭川医 人が創設 された初期か ら続 く歴
i史 ある部活です。現在、男性部員 も含め25名 程の部
i員 で活動 してい ます。創部当時か らず っと裏 丁'家の
i堤 寿子 先生にご指導いただいています。我が 部は、
i・ 番の イベン トでLr)る6月 の医 人祭で行われ るお茶
i会 を11標 に、週に 一度堤 先生のご指導の もと大学 内
iの 和室で練 習をしています。 人'rの 部 員は初心者 で
iす が、半年 もすればある程度お点前 もで きるように
iな り、 二年 目になると医 大祭のお茶会でのお点前 も
iし っか りで きる上うにな ります。2005年 度は学 祭の
iお 茶会以外にも、旭川で開催 されていた他のお茶会
iに 参加 した り、旭川医大に研修に来ていたJICAの 方
i々 とお茶会を通 して交流 した りと、様 々な体験 がで
iき まLた 。
i茶 道でお点前をするには、その 一つ 一つの過程 に
iお ける動作 を身 に付け
iな ければな りません。
i一 勲 醒 鱗 島^例 えば歌紗の拐11きノ∫・
謎 ・茶 杓 の 拭 き 方 、 茶
巾 の た た み 方 、 湯 杓 の
扱 い ノ∫な ど が あ り 皮 す
が 、 そ れ ぞ れ の 動 作 を
・身 に 付 け る たy)に 割 り
稽 占 を し て 、 そ れ ら の
動 作 が で き る よ う に な
る と次 に おiStlLを使 っ た
簡 単なお点前へ と進み ます。そ して さらにそれがで1
きるようになる とまた次のお点前へ と進 んでい くと!
い った感 じです。そんな風 に新たなステ ップへ と進 §
めた時は 本当に嬉 しい ものです。週に ・度 とい う限9
られた時間ですが、 本格的に作法 を身に付け られる!
ことがで きるの も茶道部の楽 しみの つ です。lkた 、!
練 習の時には先生が和菓rを 持 って きて くだ さるの1
で、毎回練 習の時には和菓fが 食べ られます。 美味l
Lい 和菓rを 食べなが らお抹茶をいただ くの もlkた!
茶道部ならではの楽Lみ です。1
先輩に作法 を教えてもらった り、逆 に後輩に尋ね1
られることで自分の曖昧だ った ところを気付か され1
た りで、色 々な活動を通 じて 人間関係も深 まり虫す。!
これか らも茶道部のOBで もあ り、顧問を していただ1
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最近、 クラブのボ ックス(レ ターケー ス)が ダ イ
レク ト ・メールや広告で一杯 にな ってい るのが 目に
付 きます。
ボ ックスは、 クラブ宛 ての郵便物や学生課か らの
お願 い、荷物到着 の連絡 な どのため に用意 されてい
るものです。(緊 急 の場 合は掲示 にて対応 してお り
ます。)
毎 口の ように中を確認 しているクラブ もあ るので
すが、半年以上 も確認 していないクラブ もあ るよう
です。
その中には、本当に クラブ として活動 して いるの
か?と 疑問 が出て きそ うなひ どい状態 のボ ックス も
あ ります。
その ような疑 問を持 たれ ないように クラブのボ ッ
クスは こまめにチ ェヅク して くだ さい。
辞 職 平成17年9月12日
第 一 内 科 講 師 中 野 均
昇 任 平成17年9月16日
第 一 内 科 講 師 相 澤 仁 志
辞 職 平成17年10月30日
健康科学講座 助教授 今 井 博 久
採 用 平成17年11月1日
法 医 学 講 座 教 授 清 水 恵 子
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二代 目(だ った と思います)の 豊田社長が 「障子を
開けてみろ,外 には広い世界があるぞ」と視点を変
えて考えるよう言った ということです.起 死回生の












が戦われます.一 般会計に対 して特別会計 というの
があります.こ ち らは公開されず公の議論の姐上に
上がることはあ りません.特 別会計は300～400兆 円
ほどです.一 般会計の約半分をはじめとして,郵 便












わが教室や,わ が大学や,わ が国の医療や,わ が
国そのものの行 く末を考 えるとき,「窓外」,「障子
の外」,「困った」などという言葉が脳裏をよぎり,
何 とか規制概念にとらわれない発想ができないもの
かと思 うこの頃です.
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